
  

ピンク色 ※まずはここから！ 

1ページあたりの語数が少なく、 

挿絵が多い。 

赤色 

挿絵だけでも物語の想像がつく。 

オレンジ色 

挿絵で物語の展開を想像しながら読

んでいく。 

黄色 

時々入っている挿絵で物語の展開が

確認できる。 

緑色 

挿絵が少なく、文字で物語を読んで

いく。 

水色 

短編小説と同じくらいの語数があ

り、読み応えがある。 

紺色（絵本はほぼありません） 

長めの小説（ハリーポッター等）が読

めるようになる。 

本の背に貼ってある色紙はそれぞれのレベルに対応しています。 

自分に合った色の本を読んでみましょう！ 

何から読んだらいいか 

わからないという方へ 

 

※色分けは目安です。 

自分に合う本との出会いを 

大切にしましょう！ 


